
福岡大学病院 FUKUOKA UNIVERSITY HOSPITAL 着用品番／ シューズ 1A032（P.072）
アシックスシューズ ユーザーレポート

手術室や集中治療室、さまざまな部署で医療スタッフを足元からサポート。

　九州で先進医療の中核をなす福岡大学病院では、さまざまな部署でアシックスメディ

カルシューズを採用いただいています。それぞれの医療現場での着用感をお聞き

しました。看護師であり助産師の城戸さんは、「いつも新しいシューズを履くと馴染む

まで違和感を感じていましたが、アシックスメディカルシューズではそのようなことは

なく、足にフィットしてくれました。そして仕事終わりの足への負担が少なく感じられる

のはうれしいですね」。また、看護部長の中川さんも「看護師は基本的に立ち仕事が

多く足に負担がかかるのですが、アシックスメディカルシューズは軽くて足への負担

が少ないとスタッフの間で評判です」とお話しくださいました。

足に馴染んでくれて
負担も少なく助かっています。

TOPIC

01
　看護管理室の主任看護師、井野さんは新人看護師の教育を担当しておられます。

アシックスメディカルシューズは新人教育にもお役に立っているでしょうか。「適度な

フィット感があってグリップ力も強く、体を動かす研修の際にとても動きやすいと感じ

ました。医療現場では血液や体液、注射針などが足元に落ちてくることがあるのですが、

このシューズは足の甲を保護してくれ、汚れも簡単に拭き取ることができるので満足

しています」というお声をいただきました。この他こちらの病院では、救命救急センター

のドクターカー（FMRC）のスタッフにアシックスのワーキングシューズを採用いただいて

おり、さまざまな部署でスタッフの皆様を足元からサポートしています。

教育現場や緊急時でも動きやすく、
足元をしっかりサポートしてくれます。

TOPIC

03

　「直接介助で長時間同じ姿勢をとることが多い」と言われるのはSICUの看護師、

平良さん。「腰や下半身に負担がかかりやすいのですが、アシックスメディカルシューズ

は軽くて動きやすく、介助も快適に行えてとても助かります」とのことでした。看護と

いっても部署によって身体への負担はさまざま。メディカルシューズも多用途に対応

しなければなりません。心臓血管外科の看護師、石橋さんは、「ムレや締めつけ感が

少なく長時間履いても足への負担が少ないと感じています。なので仕事のパフォーマンス

を落とすことなく働けますね」と機能性についても高評価をいただきました。

軽くて動きやすいシューズなので
きつい姿勢での看護も快適に行えます。

TOPIC

02

　当院は高度急性期を担う特定機能病院として、安全で質の高い医療・看護を提供

することを使命としています。私たちは患者様中心の医療を提供する中で、ともすると

頑張りすぎてしまう傾向がありますが、自己犠牲のもとに成り立つ看護では長続き

しません。患者様を笑顔にするには、私たち働くスタッフも笑顔で居ることが大切です。

看護師は、心と身体が病んだ人に寄り添う感情労働の部分も大きいので、伸び伸びと

その人らしく高いモチベーションで仕事ができる環境にすることが私の役目だと考えて

います。患者様もスタッフもハッピーになれるそんな環境を整えていきたいです。

患者様もスタッフもハッピーになれる病院でありたい。

副病院長・看護部長　中川朋子さん

〒814-0180 
福岡市城南区七隈7-45-1
https://www.hop.fukuoka-u.ac.jp/

着用品番／
アシックスユニフォーム ユーザーレポート

スクラブ CHM854・パンツ CHM651（P.050・P.063）
スクラブ CHM354・パンツ CHM151（P.049・P.063）

独立行政法人 地域医療機能推進機構

TOKYO JOTO HOSPITAL東京城東病院

〒136-0071
東京都江東区亀戸9-13-1
https://joto.jcho.go.jp/

ユニフォームと一緒に気分も一新。モチベーションも上がりました。
看護師は体力勝負なので
アシックスのメディカルユニフォームを選びました。

TOPIC

01
　「ユニフォームはオン・オフを切り替える大切なもの」と仰るのは夛田さん。「さあ、始め

るよ、というスイッチなんです」というお声をいただきました。併設されている介護老人

保健施設担当の長谷川さんは、「以前は病院と老健で違うユニフォームを着用していま

したが、相互に配置換えがあるので同じものを採用しました。これまでは何となく別の

職場という感じがあったのですが、その壁がなくなり垣根のない看護と介護という意識

づけにもなって良かったと思います。ユニフォームひとつで意識が変わるものですね」と

話してくださいました。この他にも現場ならではの感想をたくさんお聞かせください

ました。皆様の貴重なご意見を参考に、これからもより良い商品をお届けしてまいります。

ユニフォームは単なるウエアではない。
袖を通せば意識が変わります。

TOPIC

03

　機能性に加えて好評だったのが、豊富なカラーバリエーション。今回、こちらの病院では

1人4着、好きな色を選択できることになりました。お気に入りを着ることでモチベーションを

上げたいという狙いです。竹内さんは「現場の忙しい雰囲気の中でも華やかさが加わり、

モチベーションも上がったと思います」との感想でした。「ピンクとか明るく綺麗に見えるし、

患者様からの評判も上々ですよ」と仰るのは阿部さん。筏井さんは「毎朝、今日の気分は

この色ね、と話をしながら仕事を始められるのが楽しい」とのこと。また細谷さんは「意外な

色を選ぶ人もいて、気づかなかったその人の個性を感じます」と話してくださいました。

忙しい医療の現場が華やかになって
モチベーションも上がりました。

TOPIC

02

　当院では「皆様に信頼される安全な医療の提供に努める」という理念のもとに、

健康管理センターや地域包括ケア病棟、附属介護老人保健施設がひとつとなって、予防

医療から急性期・慢性期の治療、介護、在宅治療まで幅広い医療を地域密着で行なって

います。2025年には団塊世代が後期高齢者になり、高齢化がますます進み病院だけで

医療が完結する時代ではなくなりつつあります。私たちは地域と一体となった幅広い

医療を提供できる環境を活かし、高齢者ができるだけ自宅で過ごせるように、在宅看護

にも対応できる看護師を育てていきたいと考えています。

これからの時代に活躍できる看護師を育てていきたい。

看護部長　永井純子さん

　信頼される地域医療、地域包括ケアをめざす東京城東病院。4年に1度行われる

ユニフォーム更新で、アシックスメディカルユニフォームを採用いただきました。そこで

選定を担当した看護部の皆様にお話を伺いました。採用の決め手となったのは機能性

とデザインでした。看護部長の永井さんは「治療の補助から患者様のケアまで、業務が

幅広い看護師にとって動きやすさは大切です。だからアシックスというスポーツメーカー

に注目しました。アシックスメディカルユニフォームは期待通り、伸縮性が良くて生地が

つっぱりにくく、作業がしやすいですね。それから脇の下に通気性を高める工夫がされて

いて、熱がこもりにくくなっているところもうれしいです」と話してくださいました。
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※新型コロナウイルス感染防止対策を実施し、取材撮影を行いました。 077076
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